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生 発芽痙検冗

(つ 実験計画

林分 結実量調査のための種子 採集林 に治いて採集 した種子の発芽率を倹定す るもの とし、

各要因器よび水準は林分結実量の場 合と同一 として、FactourlaユDesignに よb分

散分析す るもの とす る。 各要因お よび水準はつ ぎの と慶bで ある。

(i)樹 蒙重($P)=2水 準

(ii)年 令(A):4水 準

(iii)調 査 年度(Y):6水 準

(2)発 芽率検定方法

各採集林から採集 してきた種子について各林分ごとに発芽率を検定するのであるが、種

子の選別法は水選とし・ ことに ミズナラは大粒種子であるから虫食および腐敗等に充分注

意 して選溺する。

つ ぎに選別後の純正種子より100～500粒 を無作為に抽出して切断試験によつて検

定する竜のとし、純正種子を2昼 夜水に浸した後鋭利なカミソyで2つ に切断 し種子の充

実度を調べる。すなわち、胚、胚乳、子葉が健全かつ新鮮で白 ぐ光沢を帯びているものを

発芽力あ毎として、試料数に対する発芽力のある種子数の百分率 を算出して発芽率とするo

な執 本年度は結実状況がはなはだしく不良であつたので検定は実施しなかつた。

5.結 実豊凶性の解明

繊 豊雌 綱 紺 花芽傭 鮪 勲 よび多少駒 議 による予筋 法5)もあるA獄

験に細いては実際の結実量によつて豊凶性を解賜するものとする。

ところで、ここに対象 とする結実堂は単木結実量調査のための各母樹の最下部に設定され

た供試枝すべてに結実 した総討結実量とする。 この総計精実量の多少によつて豊凶性につい

て検討す る。

なお、本年慶は結実状況が急激な気象変化によつて大きぐ駈右されたので各母樹の洪試枝

設定をしなかつたことは前述のと冷りであるう・、 したがつて豊凶性についてO作 業は実施 し

なかつたo

互 種子散布試験(予 備 試 壌)

1.圏 的



天然下種£新の基礎としてその結実量を知るとともに、種子散布の状態を明らかにす る必

要がある。いうまてもなぐ、種子の飛散範囲お よび散布密度は地形、母樹の形態細よぴ結実

量 種子落下期間の気象要素などの変化によつて一律ではないが、ある条件下に長期間の測

定を繰返すならば種子の落下量とその状態について解弱で きるものと推定される。

そ こで、本試験は種子の落下点を明らかにするため、

つ 傾斜によつて、飛散距離冷よび散布蜜度にどのような変動があるか。

2)植 生によつて、飛散距離語よび散布密度にどのような変動があるかo

の 結実の豊凶によつて、飛散距離於よび散布密度にどのような変動があるか。

を調査し、その母樹からの更新可能範囲を見出すため設定す るものであるo

ミズナラリ散布状態についての研究報告等はほとん どみられないので、あらかじめ飛散距

離お よび散布状態等 を知 絵適正な試験地を設定するため、第 葉年度は予備試験を実施するこ

とにした。

2.試 験地概要

(わ 傾斜別試験地

傾斜によつて飛散距離お よぴ散布状態がどのように変動す るかを明らかにす るため、本

演習林第5林 斑の地床植生が同一の地形 に予備試験地を2ヵ 所設定 したが、その設定方法

はつぎのと謁・りである。

一一本の母樹を中心にして、植生が同～でろ～4方 向以上傾斜が異つている理想的な地形は

みあたらないので、まず一本の母樹を中心に2方 向で傾斜が異つている小尾根頂上部に設

定 した。傾斜度は

緩傾斜

急傾斜

と し、母樹 を中心に して25mの 等 間隔でlm×3mの 正 方形 糾otを 一直線上 に5個 設

定 しplot内 は 表層を除去 して、周囲は針金で区画 した。 さ らに、 これ らのplot内 に母

樹以外か らの種子が落下 しないよ うに周囲の結実 可能性沿あ るミズナ ラはすべて伐除したo

つ ぎに試験 地の状況 を嘆式的に図示すれば蔦2図 の とか りであ り、試験地概要は第10表

こ〉とま購 であ るo



第2図 傾 斜 別 試 験 地 状 況

第 港o表 傾 斜 別 試 験 地 概 要

(2)植 生別試験地

植生によつて飛散距離於よび散布密度がどのように変動するかを弱らかにするため、本

演習林第 ろ林斑の傾斜が同一一の地形 に予編試験地を2ヵ 所設定 したが、その設定方法はつ

ぎのとお南 であるo

一本の母樹を中心にして傾斜が同一で5～4方 向以上植生が異つているという理想的な

地形はみあたらない○で、まず一本の母樹を中心にして2方 向で植生が異なつている小尾

根中腹に設定した。本演習林の二次林における下層植生は大部分がサすであるが、一部シ

ダもあるのでササとシダの下層植生地を対象として設定 した。

設定方疲としてぱ煩斜別と同様な小P■oiZe-・・本の母樹を中心にして5凝)等 周隔に設

定 し、周囲の結実可能性のあるミズナラを伐除 したoそ ○試験地状態を模式的に凶示すれ



ぱ、つ ぎ○第 こ∫ ⊃と冷 りであ り、 ↑,批 疑要は弟11表 のとお りである。

第5b;値 七 別 試 験 地 状 況

第11表 植 生 別 試 験 地 概 要

5,実 験 計画知よび謂査結泉

本試験は傾斜別試験地 と植生別試験地 とを別 に して、FactoriaLDesignに よ り

分敢分析す る もの とし、要囚 冷よぴ水準についてはつ ぎのと冷 りで ある。

(1)傾 斜別試験 地

(i)傾 斜(エ ノ:271ぐ 箋



(ii)距 離(D)=5水 準

D1:母 樹 か らの距 離5m地 点

D2:〃10m地 点

D5:〃15mi*u ,点

(iiD調 査 年度(Y):6水 準

一応6年 間調査 を継続す ることに し、成果 に よつては調査期 間に伸縮があ るもの とす

る。

(2)植 生別試験地

(i)植 生(V):2水 準

Vl=下 層 植生 がササ

V2:下 層植生 がシダ

(ii)距 離(D):3水 準

Dl:母 樹 からの 距離5皿

D2:〃10m

D5:ク15皿

(iii)調 査 年度(Y):6水 準

傾斜別 と同様、成果 によつては 伸縮があるもの とす る。

以上のように調査結果を分析するわけであるか、昨年6～8月 にあらかじめ試験候補地

を選定 し、予備試験を実施する予定であつたが、結実量および結実豊凶性でのべたように

昨年5月27日 の強い晩霜で本試験地の母樹 もすべて被害を受け、結実量はほとんどなぐ、

したがつて、落下種子 も皆無の状態であるから調査結果は得られず、明年度 もひきつづき

予備試験を実施する予定である。

皿 林 地 発 芽 率 試 験
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